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(57)【要約】
【課題】
　雷やサージ等の不適切な高電圧が印加された場合でも
、データの消失が低減されることが可能な電力量計を提
供する。
【解決手段】
需要家にて使用される使用電流ならびに使用電圧を符号
化部１０７、１０８、１０９、１１０でデータに変換し
た後、当該データを送信部１１２、１１３、１１４、１
１５にて無線送信し、その無線送信されたデータを受信
部１１７、１１８、１１９，１２０で受信した後、使用
電力を電力演算部１２１で演算し電力量データを算出す
るようにした。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
被測定系の電気的な使用量を検出する検出手段と、
前記検出手段により検出された前記被測定系の電気的な使用量に関するデータを無線伝送
にて送出する送信手段と
を具備した測定部と、
前記測定部の送信手段から送出された前記被測定系の電気的な使用量に関するデータを受
信する受信手段と、
前記受信手段により受信された前記被測定系の電気的な使用量に関するデータから電力量
に関するデータを演算する演算手段と
を具備する演算部と、
前記測定部と前記演算部とを電気的に絶縁する絶縁部と
を具備したことを特徴とする電力量計。
【請求項２】
被測定系の電流ならびに電圧を検出する検出手段と、
前記検出手段により検出された前記被測定系の電流ならびに電圧に関するデータを無線伝
送にて送出する送信手段と
を具備した測定部と、
前記測定部の送信手段から送出された前記被測定系の電流ならびに電圧に関するデータを
受信する受信手段と、
前記受信手段により受信された前記被測定系の電流ならびに電圧に関するデータから電力
量に関するデータを演算する電力演算手段と
を具備する演算部と、
前記測定部と前記演算部とを電気的に絶縁する絶縁部と
を具備したことを特徴とする電力量計。
【請求項３】
被測定系の電流ならびに電圧を検出する検出手段と、
前記検出手段により検出された前記被測定系の電流ならびに電圧に関するデータをアナロ
グ－デジタル変換する符号化手段と、
前記符号化手段によりアナログ－デジタル変換された被測定系の電流ならびに電圧に関す
るデータを無線伝送にて送出する送信手段と
を具備した測定部と、
前記測定部の送信手段から送出された前記被測定系の電流ならびに電圧に関するデータを
受信する受信手段と、
前記受信手段により受信された前記被測定系の電流ならびに電圧に関するデータから電力
量に関するデータを演算する電力演算手段と
を具備する演算部と、
前記測定部と前記演算部とを電気的に絶縁する絶縁部と
を具備したことを特徴とする電力量計。
【請求項４】
前記受信手段が一定時間受信を行わなかったことを監視する監視手段と、
前記監視手段により前記受信手段が一定時間受信を行わなかったこが検出された場合に異
常である旨を報知する報知手段と
を具備したことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項記載の電力量計。
【請求項５】
前記測定部の前記送信手段により送出された信号は無線電波であることを特徴とする請求
項１乃至３のいずれか１項記載の電力量計。
【請求項６】
前記測定部の前記送信手段により送出された信号は光であることを特徴とする請求項１乃
至３のいずれか１項記載の電力量計。
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【請求項７】
前記測定部と前記演算部とを絶縁する絶縁部は空気からなることを特徴とする請求項１乃
至３のいずれか１項記載の電力量計。
【請求項８】
前記測定部と前記演算部とを絶縁する絶縁部は絶縁性の樹脂からなることを特徴とする請
求項１乃至３のいずれか１項記載の電力量計。
【請求項９】
前記測定部と前記演算部とを別のプリント基板に配置したことを特徴とする請求項１乃至
３のいずれか１項記載の電力量計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は被測定系の使用電力量等を測定する電力量計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、一般家庭や工場、事業所の使用電力量を測定する電力量計が普及してきてい
る。当該電力量計は被測定系の使用電力量を測定する使用量検出手段と、使用量検出手段
で検出した使用量をデータに編集する制御部と、制御部にて編集されたデータを表示する
表示部とを具備している。（例えば特許文献１）
【特許文献１】特開２００４－２２６０９４公報（第１０頁、図２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
しかしながら、従来の電力量計は、被測定系の使用電力量を測定する使用量検出手段と、
使用量検出手段で検出した使用量をデータに編集する制御部ならびに制御部にて編集され
たデータを表示する表示部とが電気的に絶縁されていなかった。そのため、落雷時等に、
使用量検出手段を介し高電圧が印加され、制御部ならびに表示部等が破損され、データが
消失されてしまうという問題点があった。
【０００４】
　本発明は前記問題点に鑑み、雷やサージ等の不適切な高電圧が印加された場合でも、デ
ータの消失が低減されることが可能な電力量計を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記目的を達成するために、本発明による電力量計は、被測定系の電気的な使用量を検出
する検出手段と、前記検出手段により検出された前記被測定系の電気的な使用量に関する
データを無線伝送にて送出する送信手段とを具備した測定部と、前記測定部の送信手段か
ら送出された前記被測定系の電気的な使用量に関するデータを受信する受信手段と、前記
受信手段により受信された前記被測定系の電気的な使用量に関するデータから電力量に関
するデータを演算する演算手段とを具備する演算部と、前記測定部と前記演算部とを電気
的に絶縁する絶縁部とを具備したことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、雷やサージ等の不適切な高電圧が印加された場合でも、データの消失
が低減されることが可能な電力量計を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、本発明の実施例を説明する。
【実施例１】
【０００８】
　本発明による電力量計の実施例１につき、図１を参照して説明する。図１は本発明によ
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る電力量計の実施例１を示す内部構成図である。なお、本実施例は単相三線式の電力量計
について示されている。
　図１において、１００は電力量計本体である。
【０００９】
１０１は端子部で、真鋳や銅等の導電性のある金属からなる導電部分が、フェノール樹脂
やＰＢＴ樹脂等、絶縁性の高いプラスチック等の材質からなる固定部分に配置された構成
からなり、外部の配電線を電力量計本体１００に接続する。１Ｓ、２Ｓ、３Ｓ各端子は電
力供給会社から電力を受電する電源側配電線に、１Ｌ、２Ｌ、３Ｌ各端子は需要家内へ電
力を
供給する負荷側配電線に接続される。
【００１０】
１０２は電流・電圧測定部で、需要家にて消費される電流・電圧を測定し出力する。その
内部は以下の構成からなる。
【００１１】
１０３、１０４は電流検出部で、電流トランスやホール素子またはシャント抵抗器等によ
り構成されており、電流検出部１０３は端子部１０１の端子１Ｓ－１Ｌ間の電流（１側電
流；Ａ１）を、電流検出部１０４は端子３Ｓ－３Ｌ間の電流(３側電流；Ａ３)を、それぞ
れ検出し需要家の使用電流に正比例した低レベルの電圧信号に変換し出力する。
【００１２】
１０５、１０６は電圧検出部で、電圧トランスやアテネッタ等の分圧抵抗器等により構成
されており、電圧検出部１０５は端子１Ｓ－２Ｓ間の電圧（１側電圧；Ｖ１）を、電圧検
出部１０６は端子３Ｓ－２Ｓ間の電圧(３側電圧；Ｖ３)を、それぞれ検出し需要家の使用
電圧に正比例した低レベルの電圧信号に変換し出力する。
【００１３】
１０７、１０８は符号化部で、アナログ－デジタル変換器等により構成されており、符号
化部１０７は電流検出部１０３で検出された端子１Ｓ－１Ｌ間の電流（１側電流；Ａ１）
を、符号化部１０８は電流検出部１０４で検出された端子３Ｓ－３Ｌ間の電流(３側電流
；Ａ３)を、それぞれアナログ－デジタル変換し、例えば１６ｂｉｔのデジタルデータと
して出力する。
【００１４】
１０９、１１０は符号化部で、アナログ－デジタル変換器等により構成されており、符号
化部１０９は電圧検出部１０５で検出された端子１Ｓ－２Ｓ間の電圧（１側電圧；Ｖ１）
を、符号化部１１０は電圧検出部１０６で検出された端子３Ｓ－２Ｓ間の電圧(３側電圧
；Ｖ３)を、それぞれアナログ－デジタル変換し、例えば１６ｂｉｔのデジタルデータと
して出力する。
【００１５】
１１１はタイミング回路部で、カウンタ回路等により構成されており、例えば１０００分
の１秒ごとに、符号化部１０７、１０８、１０９、１１０にパルス信号を出力し、アナロ
グ－デジタル変換するタイミングを指示する。
【００１６】
１１２、１１３は送信部で、微弱電波送信回路や赤外光等の光送信回路等により構成され
ており、送信部１１２は符号化部１０７から出力された端子１Ｓ－１Ｌ間の電流（１側電
流；Ａ１）に関するデジタルデータを、送信部１１３は符号化部１０８から出力された端
子３Ｓ－３Ｌ間の電流(３側電流；Ａ３)に関するデジタルデータを、微弱電波や赤外光等
の光等にて送信する。
【００１７】
１１４、１１５は送信部で、微弱電波送信回路や赤外光等の光送信回路等により構成され
ており、送信部１１４は符号化部１０９から出力された端子１Ｓ－２Ｓ間の電圧（１側電
圧；Ｖ１）に関するデジタルデータを、送信部１１５は符号化部１１０から出力された端
子３Ｓ－２Ｓ間の電圧(３側電圧；Ｖ３)に関するデジタルデータを、微弱電波や赤外光等
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の光等にて送信する。
【００１８】
１１６は演算部で、電流・電圧測定部１０２とは別のプリント基板に実装され需要家に関
する使用量データを演算し表示等にて出力する。その内部は以下の構成からなる。
【００１９】
１１７、１１８は受信部で、微弱電波受信回路、ＩＣタグや赤外光等の光受信回路等によ
り構成されており、受信部１１７は送信部１１２から送信された端子１Ｓ－１Ｌ間の電流
（１側電流；Ａ１）に関するデジタルデータを、受信部１１８は送信部１１３から送信さ
れた端子３Ｓ－３Ｌ間の電流(３側電流；Ａ３)に関するデジタルデータを受信する。
【００２０】
１１９、１２０は受信部で、微弱電波受信回路、ＩＣタグや赤外光等の光受信回路等によ
り構成されており、受信部１１９は送信部１１４から送信された端子１Ｓ－２Ｓ間の電圧
（１側電圧；Ｖ１）に関するデジタルデータを、受信部１２０は送信部１１５から送信さ
れた端子３Ｓ－２Ｓ間の電圧(３側電圧；Ｖ３)に関するデジタルデータを受信する。
【００２１】
１２１は電力演算部で、デジタル乗算回路やＤＳＰ（デジタル・シグナル・プロセッサ）
等により構成されており、受信部１１７により受信された１側電流（Ａ１）に関するデジ
タルデータと、受信部１１９により受信された１側電圧（Ｖ１)に関するデジタルデータ
とを乗算し、受信部１１８により受信された３側電流（Ａ３）に関するデジタルデータと
、受信部１２０により受信された３側電圧（Ｖ３)に関するデジタルデータとを乗算し、
さらに両者を加算し、需要家の使用電力に正比例したデジタルデータ（Ａ１・Ｖ１＋Ａ３
・Ｖ）に変換し出力する。
【００２２】
１２２は制御部でマイクロコンピュータ等により構成されており、電力演算部１２１から
出力された需要家の使用電力に正比例したデジタルデータ（Ａ１・Ｖ１＋Ａ３・Ｖ３）の
演算結果を使用量データとして編集し、記憶、表示、伝送を制御する。なお、ここで使用
量データとは被測定系の総積算使用電力量ならびに各時間帯毎の時間帯使用量等、需要家
の使用電力に関するデータをいう。
【００２３】
１２３は通信部で電波送受信回路やカレントループ等のインタフェース回路等により構成
されており、制御部１２２による制御のもと、外部との通信を行う。
【００２４】
１２４は記憶部でＲＡＭのような半導体メモリにより構成されており、使用量データや電
力量計の製造番号ならびに管理番号等を記憶する。なお製造番号は製品出荷時等に、管理
番号は需要家設置時等に外部から通信により、通信部１２３を介して設定される。
【００２５】
１２５は表示部で液晶表示器等により構成されており、使用量データならびに電力量計の
製造番号、並びに管理番号等を制御部１２２の制御のもと表示する。
【００２６】
次に、本実施例の動作について図１を参照しつつ説明する。
【００２７】
電流・電圧測定部１０２は一枚のプリント基板、演算部１１６は別の一枚のプリント基板
に配置されており、電流・電圧測定部１０２、演算部１１６は互いに雷やサージ等の高電
圧に耐えられる距離を置いて取り付けられているものとする。
【００２８】
電流検出部１０３は、端子部１０１の１Ｓ－１Ｌ端子間に流れる電流（１側電流；Ａ１）
を検出し、需要家の使用電流に正比例した低レベルの電圧信号に変換し出力する。電流検
出部１０３は、電流トランスやホール素子またはシャント抵抗器等により構成されており
、常時、需要家の使用電流に正比例した低レベルの電圧信号を符号化部１０７に対して出
力している。
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【００２９】
電圧検出部１０５は、端子部１０１の１Ｓ－２Ｓ端子間に現れる電圧（１側電圧；Ｖ１）
を検出し、需要家の使用電圧に正比例した低レベルの電圧信号に変換し出力する。電圧検
出部１０５は、電圧トランスやアテネッタ等の分圧抵抗器等により構成されており、常時
、需要家の使用電圧に正比例した低レベルの電圧信号を符号化部１０９に対して出力して
いる。
【００３０】
符号化部１０７は、電流検出部１０３により出力された需要家の使用電流（１側電流；Ａ
１）に正比例した低レベルの電圧信号をアナログ－デジタル変換し、例えば１６ｂｉｔの
デジタルデータとして出力している。アナログーデジタル変換動作はタイミング回路部１
１１により指示され、例えば１０００分の１秒ごとに、符号化部１０９のアナログーデジ
タル変換動作と同時と同視できるタイミングにて行われている。
【００３１】
符号化部１０９は、電圧検出部１０５により出力された需要家の使用電圧（１側電圧；Ｖ
１）に正比例した低レベルの電圧信号をアナログ－デジタル変換し、例えば１６ｂｉｔの
デジタルデータとして出力している。アナログーデジタル変換動作はタイミング回路部１
１１により指示され、例えば１０００分の１秒ごとに、符号化部１０７のアナログーデジ
タル変換動作と同時と同視できるタイミングにて行われている。
【００３２】
送信部１１２は、符号化部１０７により変換された需要家の使用電流（１側電流；Ａ１）
に関するデジタルデータを、微弱電波等にて受信部１１７に対し送信している。
【００３３】
送信部１１４は、符号化部１０９により変換された需要家の使用電圧（１側電圧；Ｖ１）
に関するデジタルデータを、微弱電波等にて受信部１１９に対し送信している。
【００３４】
受信部１１７は、送信部１１２から送信された需要家の使用電流（１側電流；Ａ１）に関
する微弱電波等を受信し電力演算部１２１に対し出力している。受信部１１７は、演算部
１１６用プリント基板上に搭載されており、電流・電圧測定部１０２を搭載したプリント
基板の送信部１１２に対応する箇所に配置されている。受信部１１７はＩＣタグ等により
構成されており、送信部１１２から送信された微弱電波等のみを受信し、他の送信部１１
３、１１４、１１５から送信された微弱電波等を受信しない位置に配置されている。なお
送信部１１２、受信部１１７は例えば赤外光等の光による伝送信号を送受信するものであ
ってもよい。
【００３５】
受信部１１９は、送信部１１４から送信された需要家の使用電圧（１側電圧；Ｖ１）に関
する微弱電波等を受信し、電力演算部１２１に対し出力している。受信部１１９は、演算
部１１６用プリント基板上に搭載されており、電流・電圧測定部１０２を搭載したプリン
ト基板の送信部１１４に対応する箇所に配置されている。受信部１１９はＩＣタグ等によ
り構成されており、送信部１１４から送信された微弱電波等のみを受信し、他の送信部１
１２、１１３、１１５から送信された微弱電波等を受信しない位置に配置されている。な
お送信部１１４、受信部１１９は例えば赤外光等の光による伝送信号を送受信するもので
あってもよい。
【００３６】
電流検出部１０４は、端子部１０１の３Ｓ－３Ｌ端子間に流れる電流（３側電流；Ａ３）
を検出し、需要家の使用電流に正比例した低レベルの電圧信号に変換し出力する。電流検
出部１０４は、電流トランスやホール素子またはシャント抵抗器等により構成されており
、常時、需要家の使用電流に正比例した低レベルの電圧信号を符号化部１０８に対して出
力している。
【００３７】
電圧検出部１０６は、端子部１０１の３Ｓ－２Ｓ端子間に現れる電圧（３側電圧；Ｖ３）
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を検出し、需要家の使用電圧に正比例した低レベルの電圧信号に変換し出力する。電圧検
出部１０６は、電圧トランスやアテネッタ等の分圧抵抗器等により構成されており、常時
、需要家の使用電圧に正比例した低レベルの電圧信号を符号化部１１０に対して出力して
いる。
【００３８】
符号化部１０８は電流検出部１０４により出力された需要家の使用電流（３側電流；Ａ３
）に正比例した低レベルの電圧信号をアナログ－デジタル変換し、例えば１６ｂｉｔのデ
ジタルデータとして出力している。アナログーデジタル変換動作はタイミング回路部１１
１により指示され、例えば１０００分の１秒ごとに、符号化部１１０のアナログーデジタ
ル変換動作と同時と同視できるタイミングにて行われている。
【００３９】
符号化部１１０は電圧検出部１０６により出力された需要家の使用電圧（３側電圧；Ｖ３
）に正比例した低レベルの電圧信号をアナログ－デジタル変換し、例えば１６ｂｉｔのデ
ジタルデータとして出力している。アナログーデジタル変換動作はタイミング回路部１１
１により指示され、例えば１０００分の１秒ごとに、符号化部１０８のアナログーデジタ
ル変換動作と同時と同視できるタイミングにて行われている。
【００４０】
送信部１１３は、符号化部１０８により変換された需要家の使用電流（３側電流；Ａ３）
に関するデジタルデータを、微弱電波等にて受信部１１８に対し送信している。
【００４１】
送信部１１５は、符号化部１１０により変換された需要家の使用電圧（３側電圧；Ｖ３）
に関するデジタルデータを、微弱電波等にて受信部１２０に対し送信している。
【００４２】
受信部１１８は、送信部１１３から送信された需要家の使用電流（３側電流；Ａ３）に関
する微弱電波等を受信し電力演算部１２１に対し出力している。受信部１１８は、演算部
１１６用プリント基板上に搭載されており、電流・電圧測定部１０２を搭載したプリント
基板の送信部１１３に対応する箇所に配置されている。受信部１１８はＩＣタグ等により
構成されており、送信部１１３から送信された微弱電波等のみを受信し、他の送信部１１
２、１１４、１１５から送信された微弱電波等を受信しない位置に配置されている。なお
送信部１１３、受信部１１８は例えば赤外光等の光による伝送信号を送受信するものであ
ってもよい。
【００４３】
受信部１２０は、送信部１１５から送信された需要家の使用電圧（３側電圧；Ｖ３）に関
する微弱電波等を受信し、電力演算部１２１に対し出力している。受信部１２０は、演算
部１１６用プリント基板上に搭載されており、電流・電圧測定部１０２を搭載したプリン
ト基板の送信部１１５に対応する箇所に配置されている。受信部１２０はＩＣタグ等によ
り構成されており、送信部１１５から送信された微弱電波等のみを受信し、他の送信部１
１２、１１３、１１４から送信された微弱電波等を受信しない位置に配置されている。な
お送信部１１５、受信部１２０は例えば赤外光等の光による伝送信号を送受信するもので
あってもよい。
【００４４】
電力演算部１２１は、デジタル乗算回路やＤＳＰ（デジタル・シグナル・プロセッサ）等
により構成されており、受信部１１７により受信された１側電流（Ａ１）に関するデジタ
ルデータと、受信部１１９により受信された１側電圧（Ｖ１)に関するデジタルデータと
を乗算し、受信部１１８により受信された３側電流（Ａ３）に関するデジタルデータと、
受信部１２０により受信された３側電圧（Ｖ３)に関するデジタルデータとを乗算し、さ
らに両者を加算し、需要家の使用電力に正比例したデジタルデータ（Ａ１・Ｖ１＋Ａ３・
Ｖ３）に変換し制御部１２２に対し出力する。
【００４５】
制御部１２２はマイクロコンピュータ等により構成されており、電力演算部１２１から出
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力された需要家の使用電力に正比例したデジタルデータ（Ａ１・Ｖ１＋Ａ３・Ｖ３）を受
信し、使用量データを算出する。ここで使用量データとは需要家の総積算使用電力量なら
びに各時間帯毎の時間帯使用量等、需要家の使用電力に関するデータをいう。制御部１２
２は算出された使用量データを記憶部１２４に記憶させ、表示部１２５に表示させる。
【００４６】
　また、制御部１２２は受信部１１７、１１８、１１９、１２０がデータを受信している
かを常時監視しており、一定時間受信しなくなった場合は、電流・電圧測定部１０２に故
障が発生したと想定し、その受信異常が発生した日時を異常データとして記憶部１２４に
記憶させる。制御部１２２は、外部装置からの通信による要求があった場合に、または、
電力量計本体に設けられたスイッチ（図中不示）が押された場合に、当該異常データを表
示部１２５に表示させ、通信部１２３を介し伝送する。
【００４７】
　また、制御部１２２は外部装置から伝送される電力量計の製造番号ならびに管理番号等
のデータを記憶部１２４に記憶させ、外部装置からの通信による要求があった場合に、ま
たは、電力量計本体に設けられたスイッチ（図中不示）が押された場合に、表示部１２５
に表示させ、通信部１２３を介し伝送する。
【００４８】
通信部１２３は電波送受信回路やカレントループ等のインタフェース回路等により構成さ
れており、制御部１２２による制御のもと、外部装置との通信を行う。通信部１２３は外
部装置からの通信による要求に応じ、使用量データ、異常データ、電力量計の製造番号な
らびに管理番号等のデータを送出する。また、外部装置から伝送される電力量計の製造番
号ならびに管理番号等を受信する。
【００４９】
記憶部１２４はＲＡＭのような半導体メモリにより構成されており、制御部１２１による
制御のもと、使用量データ、異常データ、電力量計の製造番号ならびに管理番号等のデー
タを記憶する。なお製造番号は製品出荷時等に、管理番号は需要家設置時等に外部装置か
ら通信により伝送され、制御部１２２は、通信部１２３を介して製造番号、管理番号等を
受信し記憶部１２４に記憶させる。
【００５０】
表示部１２５は液晶表示器等により構成されており、制御部１２２による制御のもと、使
用量データ、異常データ、電力量計の製造番号ならびに管理番号等のデータを表示する。
【００５１】
本実施例を用いれば、電流・電圧測定部１０２と演算部１１６が別のプリント基板に搭載
されており、両プリント基板は雷やサージに耐えうる距離をおいて、空気をはさみ電気的
に絶縁されているため、電流・電圧測定部１０２に雷やサージ等の不適切な高圧電圧が印
加された場合でも演算部１１６の回路が破壊されにくい。その結果、データの消失が低減
されるようになる。なお、本実施例においては、電流・電圧測定部１０２と演算部１１６
が別のプリント基板に配置されているが、両部の沿面距離をかせぐようにして同一プリン
ト基板上に配置されるようにしてもよい。電流・電圧測定部１０２と演算部１１６が同一
プリント基板上に配置されるようにし、両部の間のプリント基板に空隙が設けられるよう
にしてもよい。
【００５２】
　以上のように本発明を用いれば、雷やサージ等の不適切な高電圧が印加された場合でも
、データの消失が低減されることが可能な電力量計を提供することができる。
【実施例２】
【００５３】
　本発明による電力量計の実施例２について図２を参照して説明する。なお、この実施例
２の各部について図１に示す実施例１の電力量計の各部と同一部分は同一符号で示す。
　この実施例２が、実施例１と相違する点は、実施例１では電流・電圧測定部１０２と演
算部１１６とを別のプリント基板に搭載し、プリント基板を絶縁距離を設けて設置し、空
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気にて絶縁しているのに対し、実施例２では電流・電圧測定部１０２と演算部１１６とを
同一のプリント基板２０１に搭載し、絶縁板２０２にて、電流・電圧測定部１０２と演算
部１１６とを絶縁している点である。
【００５４】
図２において２０２は絶縁板で、ポリイミドやエポキシ等の樹脂からなる板により構成さ
れており、送信部１１２、１１３、１１４、１１５と受信部１１７、１１８、１１９、１
２０を電気的に絶縁する。
【００５５】
絶縁板２０２は、送信部１１２、１１３、１１４、１１５と受信部１１７、１１８、１１
９、１２０を電気的に絶縁するが、電波は貫通するため各送信部１１２、１１３、１１４
、１１５から送出されたデータはそれぞれ各受信部１１７、１１８、１１９、１２０に受
信される。
【００５６】
本実施例を用いれば、電流・電圧測定部１０２と演算部１１６が絶縁板２０２により絶縁
されているため、電流・電圧測定部１０２に雷やサージ等の不適切な高電圧が印加された
場合でも演算部１１６の回路が破壊されにくい。その結果、データの消失を低減すること
ができる。
【００５７】
また、本実施例を用いれば、電流・電圧測定部１０２と演算部１１６を同一のプリント基
板に搭載することができるため、電力量計全体を小型化することが可能である。
【００５８】
　　以上のように本発明を用いれば、雷やサージ等の不適切な高電圧が印加された場合で
も、データの消失が低減されることが可能な電力量計を提供することができる。
【実施例３】
【００５９】
　本発明による電力量計の実施例３について図３を参照して説明する。なお、この実施例
３の各部について図１に示す実施例１の電力量計の各部と同一部分は同一符号で示す。
　この実施例３が、実施例１と相違する点は、実施例１では各送信部１１２、１１３、１
１４、１１５により送信されたデータは、それぞれ各受信部１１７、１１８、１１９、１
２０に受信されているのに対し、実施例３では各送信部１１２、１１３、１１４、１１５
により送信されたデータは、送受信部３０１に受信されている点、並びに実施例１では、
通信部１２３にて外部装置との通信を行っているのに対し、実施例３では送受信部３０１
にて外部装置との通信を行っている点である。
【００６０】
図３において３０１は送受信部で、微弱電波送受信回路や赤外光等の光送受信回路等によ
り構成されており、各送信部１１２、１１３、１１４、１１５により送信されたデータを
受信する。各送信部１１２、１１３、１１４、１１５から送信されたデータには、識別符
号が付されており、送受信部３０１は、送信部１１２により送信された１側電流（Ａ１）
に関するデジタルデータ、送信部１１４により送信された１側電圧（Ｖ１)に関するデジ
タルデータ、送信部１１３により送信された３側電流（Ａ３）に関するデジタルデータ、
送信部１１５により送信された３側電圧（Ｖ３)に関するデジタルデータを識別する。
【００６１】
電力演算部１２１は、送受信部３０１により受信された１側電流（Ａ１）に関するデジタ
ルデータと、１側電圧（Ｖ１)に関するデジタルデータとを乗算し、また、３側電流（Ａ
３）に関するデジタルデータと、３側電圧（Ｖ３)に関するデジタルデータとを乗算し、
さらに両者を加算し、需要家の使用電力に正比例したデジタルデータＡ１・Ｖ１＋Ａ３・
Ｖ３に変換し制御部１２２に対し出力する。
【００６２】
一方、送受信部３０１は、制御部１２２による制御のもと、外部装置との通信を行う。送
受信部３０１は外部装置からの通信による要求に応じ、使用量データ、異常データ、電力
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電力量計の製造番号ならびに管理番号等を受信する。
【００６３】
本実施例を用いれば、電流・電圧測定部１０２と演算部１１６が別のプリント基板に搭載
されており、両プリント基板は雷やサージに耐えうる距離をおいて、空気をはさみ電気的
に絶縁されているため、電流・電圧測定部１０２に雷やサージ等の不適切な高圧電圧が印
加された場合でも演算部１１６の回路が破壊されにくい。その結果、データの消失を低減
することができる。
【００６４】
また、本実施例を用いれば、送受信部３０１が、受信部１１７、１１８、１１９、１２０
と通信部１２３を兼ねるので、部品点数を削減することができ、電力量計全体を小型化・
ローコスト化することが可能である。
【００６５】
　以上のように本発明を用いれば、雷やサージ等の不適切な高電圧が印加された場合でも
、データの消失が低減されることが可能な電力量計を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明による電力量計の実施例１の構成を示す内部構成図
【図２】本発明による電力量計の実施例２の構成を示す内部構成図
【図３】本発明による電力量計の実施例３の構成を示す内部構成図
【符号の説明】
【００６７】
１００　　電力量計本体
１０１　　端子部
１０２　　電流・電圧測定部
１０３、１０４　　電流検出部
１０５、１０６　　電圧検出部
１０７、１０８、１０９、１１０　　符号化部
１１１　　タイミング回路部
１１２、１１３、１１４、１１５　　送信部
１１６　　演算部
１１７、１１８、１１９、１２０　　受信部
１２１　　電力演算部
１２２　　制御部
１２３　　通信部
１２４　　記憶部
１２５　　表示部
２０１　　プリント基板
２０２　　絶縁板
３０１　　送受信部
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